












にしている要因として挙げられた（間 1971; Dore 1973=1987; 岩田 1977; Lincoln and Kalleberg
1990; Whitehill 1991）。しかし、1990 年代半ば以降、「一億総中流社会から格差社会へ」｢日本
的雇用のゆらぎ｣と評されるような社会変動の中で、とりわけ若い世代を中心に労働経験が
変化しつつあり、そのことを受けて、人々の労働にたいする向きあい方もまた変化しつつ
あることが指摘されている（玄田 2001[2005]; Dore 2004＝2005; 城 2004; 本田 2007; Meyer-Ohle

































































































































り、家族に対して引け目を感じ、自尊心を傷つけられることになる（McKee and Bell 1986;













および個人年収）を説明変数に投入した重回帰分析をおこない、2000 年と 2010 年の時点間
で、労働義務感の形成要因がどのように異なるかを比較する。
労働倫理（義務としての労働）をはかる尺度として、「働くことは、社会に対する義務であ
る」（5 件法）という質問文を使用する。SSP2010 は、郵送調査と面接調査と 2 回行われて
















WVS2000 強く賛成 賛成 どちらでもない 反対 強く反対 合計
郵送調査 14.9 45.1 31.7 6.3 2.0 100
SSP2010 そう思う ややそう どちらとも あまりそう そう思わない 合計思う いえない 思わない
郵送調査 47.5 28.2 12.0 9.1 3.1 100
面接調査 61.8 21.7 9.4 4.8 2.3 100
単位％
表 1 「働くことは、社会に対する義務である」の度数分布（男性のみ、25-60歳）
WVS2000 のサンプル数は、25-60 歳の男性で 347 名であり、年齢層を細かく区切って分析
しても、十分に信頼性のある結果が得られない。そのため、以下では、年齢層を 25-42 歳
と 43-60 歳の 2 つに分けて分析するにとどめる。年齢の幅は若年層で 18 年、中高年層で








表 2 は、WVS2000 と SSP2010 の重回帰分析を行った結果を比較したものである。「全体
１」は、年齢、学歴（ダミー）、職業（ダミー）、世帯年収（ダミー）を投入した基本モデル
である。WVS2000 と SSP2010 を比較すると、世帯年収の効果のみ、変化が生じているこ





全体1 25‐42歳 43‐60歳 全体2:交互作用モデル
WVS2000 SSP2010 WVS2000 SSP2010 WVS2000 SSP2010 WVS2000 SSP2010
年齢 .195** .133*** .050 .096* .049 .064 .182** .128***
初等学歴 .024 -.089** .065 -.113* .040 -.074 .050 -.091**
中等学歴 -.008 .038 .053 -.010 .002 .079 -.002 .039
高等学歴(基準) --- --- --- --- --- --- --- ---
上ホワイトカラー .067 .037 .049 .043 .091 .031 .066 .041
下ホワイトカラー -.001 -.003 .095 -.031 -.121 .023 .000 -.004
ブルーカラー(基準) --- --- --- --- --- --- --- ---
農業 -.021 .010 .036 .011 -.050 .014 -.015 .010
無職 -.158** -.066* -.078 -.007 -.214* -.134*** -.149* -.077**
世帯年収300万未満 -.013 -.140*** .066  (＊) -.257*** -.079 -.045 -.048 -.142***
300～600万未満 -.054 -.068 .118 -.081 -.147 -.082 -.033 -.079*
600～1000万未満 -.036 -.045 .139 -.057 -.107 -.064 -.003 -.055
1000万以上(基準) --- --- --- --- --- --- --- ---
年齢×300万未満 -.101  (＊) .128***
年齢×300～600万未満 -.114 .027
年齢×600～1000万未満 -.065 .036
調整済R2乗 .043** .050*** -.036n.s. .064*** .064* .033*** .045** .061***
N 347 1357 168 586 179 771 347 1357
***p<.001,**p<.01,*p<.05、(＊) : 時点間で有意な差。表中の数字は標準化係数。
表2　労働義務感の規定要因の時点間比較（男性のみ、25-60歳）
次に、サンプルを 25-42 歳と 43-60 歳に分けた分析結果を示してある。これを見ると、





になっている（.128***）。これは、若年でかつ世帯年収 300 万未満の低収入層という 2 つの
条件を満たしたときに、労働義務感が低くなることが示されている。
重回帰分析で得られた知見をグラフで視覚的に確認してみよう。図 1 は、男性の労働義
務感の平均値を SSP2010 データで世帯年収別にみたものである。なお、WVS2000 では世




































































前節の中間考察で提示された 3 つの仮説を踏まえ、新たに 7 つの説明変数を投入する。
詳細は表 3 に一覧表として示してある。まず、WVS2000 との比較という制約のために投
入することのできなかった非正規雇用（ダミー）を投入する。次に、仮説 1 を検討するた
めに、結婚と子どもの有無とでサンプルを分けたライフステージ変数を投入する。さらに、




そのため、分析 2 のサンプルは分析 1 と比較して半分程度に落ちている。


















































モデル1 モデル2 モデル2 モデル3：全体 ：世代別 ：交互作用
25-42歳 43-60歳 25-60歳 25-42歳 43-60歳 25-60歳
年齢 .101 .092 .123** .069 .072* .116 **
初等学歴 -.049 -.020 -.037 -.077 -.010** -.035
中等学歴 .034 .047 .064 .053 .065 .062
高等学歴(基準) --- --- --- --- --- ---
上ホワイトカラー .026 .064 .047 .026 .053 .039
下ホワイトカラー -.009 .055 .022 -.028 .058 .017
ブルーカラー(基準) --- --- --- --- --- ---
農業 -.020 .035 -.003 .011 .008 .007
無職 -.051 -.127* -.070 -.043 -.101 -.079
非正規ダミー .001 -.035 -.011 .019 -.036 -.002 
世帯年収300万未満 -.199** (*) -.003 -.086* -.169** (*) -.009 -.074
300～600万未満(基準) --- --- --- --- --- ---
600～1000万未満 .001 -.059 -.020 .029 -.056 -.014
1000万以上 -.005 -.024 -.040 -.043 -.052 -.047
未婚子なし -.024 -.047 -.011 .039 -.040 -.006
結婚経験あり子なし -.074 .040 -.005 -.018 .015 -.009
結婚経験あり子あり(基準） --- --- --- --- --- ---
主観階層：生活全般のゆとり .094** .021   (*) .148** .104**
結果の平等重視 .126** .130* .113* .118
機会平等なら格差やむなし .163*** .164** .177*** .159***
成功観：運やチャンス重要 -.082* -.180***(*) -.010 -.070*







調整済R2乗 .041* .011 n.s. .178 .237*** .113*** .193***
N 309 427 736 309 427 736
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